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ま え が き 

 

 本資料シリーズは、近年、進展の著しいキャリア理論・カウンセリング理論の最新の学説・

研究動向等を中心に文献調査研究を行い、基礎的・伝統的な理論的動向も含めた形で各種の

学説・理論動向を網羅的に収集・集約し、おもに職業相談場面において広く活用可能な形で

整理し、取りまとめることを目的とした。 

 この文献調査研究は、例えば、産業競争力会議雇用・人材分科会の中間整理において「ハ

ローワークの質の向上」として「職員にキャリア・コンサルタントの資格取得を促す」とさ

れたことなどを受け、今後一定年限のうちに職員の一定割合にキャリア・コンサルタント資

格を取得させる必要性なども見据えた形で開始された。そのため、職業安定行政職員にとっ

て、今後、特に必要となる最新の学説や理論動向を中心に取り上げ、その理解を促進し、職

業相談の現場における活用方法を理解させる等、積極的に理論の習得に向かわせていくこと

が可能なように企図された。 

 具体的手法としては、従来、労働行政において必ずしも十分に紹介されてこなかった新た

なキャリア理論・カウンセリング理論の動向などを取り上げて、紹介することとした。特に、

最近のキャリア心理学、キャリアカウンセリング論、キャリアガイダンス論に関する国内外

の書籍の文献調査の結果から、これまでのテキスト類では十分に取り上げられてこなかった

若干、新しい理論動向を中心に取り上げた。その際、個々の理論の煩瑣な解説は必要最小限

に絞り込み、次なる学習への導入の役割を果たすものとすべく、理論概要および図表を各章

で加えて、理解を助けるものとした。さらには、各理論が職業相談場面でどのように効果的

に活用されるのかについても原稿に含めることとした。その上で、最新の理論動向に詳しい

若手中堅の執筆者を招き、昨今の理論動向について、あまり制限や制約のない形で自由に健

筆を振るっていただいた。 

 結果的に、本資料シリーズは、従来、労働行政において紹介されてきたキャリア理論・カ

ウンセリング理論に関する刊行物とは一線を画する専門性と網羅性を兼ね備えた質の高い内

容を盛り込むことができたと考える。 

 本資料シリーズが、職業相談場面をはじめとして様々な場面で有効な資料として活用され、

職業相談の理論的な進展に貢献できれば幸いである。 
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